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第６１回秦野市農産物品評会審査報告 

 

 令和７年１１月１４日に、秦野市農業協同組合本所３階虹の

間において開催されました「第６１回秦野市農産物品評会」の

審査結果の概要について、審査員を代表して報告させていただ

きます。生産者の皆様の栽培、出品の参考にしていただければ

幸いです。  

 

〇本年の気象概況  

年明けから暖冬傾向で推移しましたが、３月から４月上旬に

かけては気温が大きく変動しました。４月中旬以降、気温は高

めでしたが、６月から９月にかけては、特に高温が続きました。  

降水量は、６月から８月にかけて、前線の影響で８月１０日

に多かったほかは平年よりかなり少なく、乾燥が続きました。

９月以降は台風第１５号や前線の影響で大雨があり、その後も

降雨がありました。１０月は曇雨天が多く、日照時間が短くな

りました。  

 

〇出品点数 

本年の総出品点数は前年に比べ３１点多く、２２３点の出品

となりました。 

内訳は、穀類・豆類５点、いも類１５点、野菜類３８点、果

実類３４点、花き類４５点及び食品加工類８６点でした。 

なお、審査は神奈川県農業技術センター職員、料理教室講師

及びフラワーアーティストがそれぞれの部門を分担して行いま

した。 

以下、各品目の審査内容について講評します。  

 

〇審査内容 

１ 穀類・豆類（落花生、玄米）  

・落花生 莢表面に病害や虫の食害が少なく、子実が充実し

ており、粒の揃いが良いものを評価し、落花生から最上

位を選出しました。  
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２ いも類（さつまいも、さといも）  

・さつまいも 紡錘形で肥大と形状の揃いが良く、肌がきれ

いで色ツヤが優れ、重量感のあるものを評価しました。  

・さといも 肥大と形状の揃いが良く、ふっくらとしていて

ひび割れが少なく、芽つぶれのないものを評価しました。  

 

いも類からは、さつまいもを最上位に選出しました。  

 

３ 野菜類（果菜類、根菜類、葉菜類）  

・青パパイヤ 品種特性をしっかりと表した果形をしており、

大きさや揃い、肌つやや色の良いものを評価しました。  

・小かぶ 肌がきれいで、形状と大きさの揃いが良く、葉色

の濃く、虫害の少ないものを評価しました。  

・キャベツ 結球の締まり、形状、大きさの揃いがよく、病

害虫の被害が見られませんでした。  

・大根 上位に入賞したものは、尻のつまりが良く、肌がき

れいで、形状の揃いが良好でした。  

・菜類 小松菜とほうれん草が出品されました。葉枯れ等が

なく、束ね調製も上手に行われており、適期に収穫され

たものを評価しました。  

・葉にんにく 病害虫の被害が少なく、葉に障害の見られな

いものを上位としました。   

 

その中で、野菜類からはキャベツを最上位に選出しました。  

 

４ 果実類（キウイフルーツ、みかん、かき等） 

・キウイフルーツ 俵型で大玉によく揃っているものを選び

ました。一部で、日焼けによる果皮の変色が見られまし

た。果実が直射日光にさらされないよう、十分な枝葉の

確保をお願いします。 

・みかん 中玉で果形や着色が揃っているものを選びました。

上位に入賞したものは、果形や着色が揃っており良好で

した。 

・かき 肥大や形の揃いが良く、ヘタがきれいなものを選び

ました。品種により、やや着色が遅れる傾向でした。  
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「次郎」の果頂裂果にご注意ください。  

 

その中で、果実類からはキウイフルーツを最上位に選出し

ました。  

 

５ 花き類（菊、シクラメン、フラワーアレンジメント等） 

 ・菊、バラ、キンギョソウ、セロシア 花色や開花の揃いが

良く、病害虫の被害が少ないものを評価しました。  

・鉢物・花壇苗物 シクラメン、花壇苗が出品されていまし

た。草姿が整っており、花と株のバランスの良いものを

評価しました。  

・フラワーアレンジメント 花材の選定や工夫された構成が

フラワーアレンジメントの表現を豊かにしてくれました。

花の魅力を存分に引き出し、楽しんでほしいと思います。  

 

 花き類からは、シクラメンを最上位に選出しました。  

 

６ 食品加工類（みそ、梅干、漬物、ジャム類等）  

・みそ 明るい黄褐色で、香りが良く、塩のなじみ方等、総

合的に味のバランスが良いものを評価しました。 

・梅干 色調、形状、塩分、酸味など味のバランスが良く、

全体的にふっくら仕上がっているものを評価しました。 

・漬物類 素材を生かし、塩味のなじみ方、歯切れなど食感、

味のバランスなどを審査しました。特に、粕漬けでは、

香りが良く肉厚で、歯切れが良く味のバランスの良いも

のを評価しました。 

・ジャム類 素材を生かし、色調、味のバランス、粘度、香

りなどを総合して審査しました。砂糖の分量、煮詰め加

減などに留意し、素材の特徴を生かして仕上げてくださ

い。 

 ・菓子類 落花生を使った菓子など、地元の素材を生かした

加工品が多く見られました。  

 ・その他 青パパイヤを利用し工夫した加工品がいろいろあ  

り、優れたれたものを入賞としました。  

 



 

4 

 加工品の中からは、みそを最上位に選出しました。  

 

以上、審査結果の概要を報告しましたが、出品された皆様に

感謝申し上げるとともに、入賞された方々に敬意を表します。   

今後も、安全・安心な地域農産物生産と消費拡大のために、

さらなる技術の向上と良品生産に取り組んでくださるようお願

いします。  

 

令和７年１１月１６日 

 

        審査長 神奈川県農業技術センター  

            普及指導部長    木村 覚  

 

 


